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次
ペ
ー
ジ
も
、
特
集

特
集 
決
算
か
ら
課
題
を
見
え
る
化
！

■
検
証
か
ら
提
案
へ
９
月
定
例
会
は
「
決
算
議
会
」
と
も
言
わ
れ
、
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
前
年
度
の
決
算
審
査

を
行
い
ま
す
。
決
算
の
検
証
経
過
と
、
次
年
度
に
向
け
た
課
題
を
探
り
ま
し
た
。

　令和３年度一般会計決算は、歳入総額189億円余、歳出
総額179億円余であり、実質収支では８億円余の黒字でし
た。主なものは、国税収入の補正等に伴い地方交付税が大
幅に増額となったことによるものです。

①地方交付税は、
予算では55億円を見込んだが、
65億円と大幅に増額交付された。

②市民税は、
当初予算では39億円を見込んだが
決算では41億円となった。

③その結果、
借金（地方債）は11億円を予定していたが、
８億円で済んだ。

④財政調整基金（市の預金）は、
当初予算では7.7億円の取り崩しを予定して
いたが、5,000万円で収まった。

令和３年度一般会計は、以
上のような決算で乗りきれ
ました。今後は、人口減少
と少子高齢化のなかで、地
方財政に厳しい状況が予想
されますが、市民サービス
の低下にならない市政運営
が求められています。

生涯学習施設への
来館者数を増加させる工夫を

コロナ禍で図書館をはじめとして、生涯学習施
設への来館者数が落ち込んでいる。一度来なく
なってしまった市民に、また足を運んでもらう
ような取り組みが必要である。

委員会審査

問　コロナ禍の図書館来館者への影響は。

答　休日は未だ半分ほどの来館者数のこ
ともある。

ウィズコロナを見据え、イベント等
への参加及び、来館しやすい環境づ
くりを行い、事業の再生に向け、積
極的に取り組まれたい。

ケーブルテレビ
加入世帯を増やす方策は

加入数が伸び悩む中、コロナ禍において家庭で
楽しめる幼児向けの番組や運動番組など新コン
テンツを増やす。

委員会審査

問　市が行った、ケーブルテレビの利用
者に対するアンケート調査では、ど
のような意見があったか。

答　学校や保育園等の行事、地域の行事
に関する番組には高い評価をいただ
いた。また、団体紹介、食レポ、店
舗紹介等の番組も取り入れてほしい
との要望もあった。

ケーブルテレビ運営事業について、
加入者の減少が危惧されるところで
ある。アンケート結果や番組審議会
の意見を取り入れ、更なる加入促進
に努められたい。

児童が利用するスクールバスの
管理体制の指導の徹底を

他県ではここ数年、児童のバスへの置き去り事
故が起きている。当市でも未然に事故を防ぐた
め、取り組みを行う必要がある。

委員会審査

問　当市ではしっかりと対策ができてい
るのか。

答　非常に痛ましい事件だと認識してい
る。バスの運行会社など関係者と共
に、対策をしている。

バスへの児童置き去りがないように、
指導の徹底は当然として、他にも車
体の整備不良などによる大きな事故
に繋がることの無いよう、委託事業
者に指導されたい。

令和３年度一般会計決算
決算

地方交付税大幅増により
８億円余の黒字

結果

借金、基金の取り崩しを
大幅に抑えられた

令和３年度決算審査特別委員会報告

教育くらし

提言

提言

提言
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次
ペ
ー
ジ
は
、
一
般
質
問

令和３年度決算審査特別委員会報告

まちづくり病院 観光
経営健全化計画完了後の
ビジョンは

経営健全化計画が、資金不足の解消などの成果
を得て完了した。

委員会審査

問　コロナ禍という特殊な環境の中で、
職員の負担は大きく、疲弊している
のではないかと推察する。現状はど
うか。

答　通常の業務に加え、第二種感染症指
定医療機関としての業務を行ってき
たこの時期は、職員の負担は大き
かったと考える。職員のケアにも気
を配りながら引き続き病院運営を行
いたい。

今後は、将来のビジョンを明確にし、
課題を整理しながら健全な病院経営
に取り組まれたい。

国際芸術祭による
地域活性化への効果は

北アルプス国際芸術祭の開催目的の一つに「市
民の参加を地域づくりに取組む原動力とする」
とある。

委員会審査

問　芸術祭を開催した結果、地域コミュ
ニティが「こう変わった」など、まち
づくりにつながる効果が見えにくい。

答　今後は、よりわかりやすい形で、芸
術祭の開催がまちづくりにつながっ
たという効果を示せるように心がけ
る。また、市民参加の意欲につなが
るよう工夫したい。

３回目の開催に向け、市民の参画を
促す工夫を図るとともに、芸術祭の
成果として、まちづくりの推進や経
済波及効果が見えるような取り組み
を。

周遊バス「ぐるりん号」の
利用状況は

着地型観光にとって重要な２次交通「周遊バス
ぐるりん号」。その車体に昭和レトロなボンネッ
トバスを使っている。

委員会審査

問　周遊バスぐるりん号は、決算額700
万円の事業である。ボンネットバス
は今後も修理費がかかる。利用率を
上げるような工夫を行なっていくべ
きでは。

答　様々なイベント等でボンネットバス
を活用することで、昨年度は１日あ
たり7.1人の利用だったものが、本
年度は１日あたり27.9人に上昇した。

周遊バスぐるりん号について、ボン
ネットバスをＳＮＳやパンフレット
で周知するとともにイベントで活用
するなど、さらに乗客を増やす工夫
をされたい。

山岳観光は
さらなる発展の余地あり

山岳観光振興を目的として、登山道改修のため
の補助金を、４事業者に対して115万3,267円
支出。

委員会審査

問　高瀬渓谷は槍ヶ岳へ至る道として第
二の上高地になる可能性を秘めてい
る。今、伊藤新道復活に向けた民間
の動きがある。市はどんな支援をし
ているか。

答　市の登山道改修事業補助金があり、
伊藤新道等の草刈りや三俣山荘等に
対しても補助している。

山岳観光は市の観光資源としてさら
なる発展の余地がある。民間で進め
られている伊藤新道の整備等に注視
しながら、市としての支援策につい
て検討されたい。

市立大町総合病院の発熱外来
北アルプス国際芸術祭（名店街） ボンネットバス

三俣蓮華岳巻道整備

提言 提言
提言 提言
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一
般
質
問

個人質問

一
般
質
問
は
「
代
表
質
問
」
と
「
個
人
質
問
」
が
あ
り
、
代
表
質
問
に
は
、
各
会
派
の
代
表
が
行
う

「
会
派
代
表
質
問
」
と
、
委
員
会
の
代
表
が
行
う
「
委
員
会
代
表
質
問
」
が
あ
り
ま
す
。

次
ペ
ー
ジ
も
、
一
般
質
問

ま
ち
な
か
結
婚
式
で
活

性
化
促
進
で
き
な
い
か

答　
中
心
市
街
地
未
来
ビ
ジ
ョ
ン

策
定
過
程
で
議
論
す
る

Ｑ　
１
０
０
人
衆
会
議
の
活
動
目
的
は

何
か
。

Ａ　
様
々
な
方
か
ら
意
見
を
上
げ
て
も

ら
い
、
中
心
市
街
地
の
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
を

策
定
し
、
活
性
化
実
現
に
向
け
て
活
動
し

て
い
く
機
関
で
あ
る
。

第
３
回
芸
術
祭
は

見
直
し
を

答　
民
意
を
二
分
す
る
案
件
で
は

な
い
。
議
会
の
賛
否
で
判
断
す
る

Ｑ　
職
員
か
ら「
サ
ポ
ー
タ
ー
不
足
、

前
回
同
様
、
職
員
あ
り
き
の
開
催
」の
指

摘
。
95・６
％
は
職
員
で
運
営
し
た
。「
本

来
は
市
民
や
民
間
が
運
営
す
べ
き
」「
行
政

へ
の
負
担
が
大
き
い
」な
ど
の
切
実
な
意

見
が
あ
る
。
見
直
し
す
る
か
。

Ｑ　
「
恋
人
の
聖
地
」と
し
て
認
定
は
ま

ち
づ
く
り
へ
活
か
さ
れ
て
い
る
か
。

Ａ　
婚
活
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
、
鷹
狩

山
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
恋
人
の
聖
地
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
多
く
の
観
光
客
を
集
め
て
い
る
。

Ｑ　
１
０
０
人
衆
会
議
の
中
で
、
ま
ち

な
か
結
婚
式
を
行
動
目
標
の
一
つ
に
加
え
、

ま
ち
づ
く
り
や
市
街
地
活
性
化
に
効
果
を

も
た
ら
せ
な
い
か
。

Ａ　
ま
ち
な
か
結
婚
式
を
開
催
す
る
こ

と
で
周
辺
産
業
へ
一
定
の
効
果
が
見
込
め

る
と
推
測
さ
れ
る
。
経
済
効
果
に
つ
い
て

更
に
検
討
し
、
１
０
０
人
衆
会
議
で
進
め

て
い
る
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
過
程
に
お

い
て
議
論
を
深
め
て
い
き
た
い
。

【
※
１
優
先
調
達
法
、
昨
年
度
実
績
は
】

Ｑ　
目
標
値
は
１
５
０
万
円
で
あ
っ
た

が
、
実
績
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

Ａ　
昨
年
度
実
績
は
１
０
７
万
３
千
円

で
あ
っ
た
。
委
託
業
務
の
マ
ッ
チ
ン
グ
、

庁
内
へ
の
周
知
が
不
十
分
で
あ
っ
た
。
目

標
達
成
に
向
け
更
に
庁
内
で
連
携
し
取
り

組
ん
で
い
く
。

Ｑ　
障
が
い
者
の
自
立
社
会
構
築
に
は

一
層
の
市
民
理
解
が
必
要
。
課
題
は
何
か
。

Ａ　
自
立
社
会
構
築
に
は
、
働
く
場
の

確
保
、
生
き
甲
斐
の
創
出
に
向
け
、
地
域

全
体
の
取
り
組
み
が
必
要
。制
度
の
周
知・

啓
発
に
努
め
て
い
く
。

Ａ　
職
員
負
担
の
認
識
は
な
い
。
業
務

へ
の
停
滞
は
な
か
っ
た
。
基
本
計
画
で
体

制
を
組
む
。（
市
長
）　

Ｑ　
職
員
の
声
は「
全
庁
の
業
務
が
停

止
、
職
場
に
戻
る
と
溜
ま
っ
た
書
類
に
愕

然
と
し
た
。
思
い
や
り
の
気
持
ち
も
失
せ
、

殺
伐
と
し
た
職
場
環
境
に
な
っ
た
」こ
の

よ
う
な
状
況
に
職
員
を
追
い
や
る
こ
と
が

な
い
よ
う
に
手
立
て
を
尽
く
す
こ
と
が
本

来
の
市
長
の
責
務
で
は
な
い
の
か
。

Ａ　
人
の
痛
み
は
外
か
ら
見
え
ず
、
そ

う
し
た
声
は
承
知
し
て
い
な
い
。
職
員
の

率
直
な
意
見
を
聞
く
こ
と
は
、
大
事
に
す

る
。（
市
長
）

Ｑ　
「
課
ご
と
、
サ
イ
ト
に
責
任
を
持

つ
体
制
で
、
感
染
者
が
出
る
と
本
来
業
務

に
穴
が
開
い
て
し
ま
う
た
め
人
出
の
多
い

土
日
は
管
理
職
が
で
た
が
、き
つ
か
っ
た
」

管
理
職
の
声
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
リ
ス

ク
は
職
員
も
同
じ
で
あ
り
、
市
長
は
中
止

の
判
断
を
す
べ
き
で
あ
っ
た
。

Ａ　
会
場
内
で
の
感
染
は
な
い
の
で
理

解
を
。
感
染
リ
ス
ク
に
晒
し
て
い
な
い
。

Ｑ　
経
済
波
及
効
果
に
お
い
て
、
パ
ス

ポ
ー
ト
代
金
を
算
入
し
て
い
る
が
、
現
地

で
の
買
い
物
と
は
性
格
が
違
う
。
波
及
額

を
約
６
５
０
０
万
円
と
し
て
い
る
が
、
大

町
市
の
消
費
額
の
31
％
に
及
ぶ
。
経
済
波

及
効
果
の「
水
増
し
」で
は
な
い
か
。

Ａ　
第
１
回
も
購
入
費
用
に
あ
る
。

創
生
み
ら
い
　
傳で
ん

刀ど
う

　
健た
け
し

無
所
属
ク
ラ
ブ
　
大お
お

和わ

　
幸よ
し

久ひ
さ

明
確
な
経
営
ビ
ジ
ョ
ン

と
は
何
か

答　
　
年
後
そ
の
人
の
人
生
を
支

え
る
全
人
的
医
療
提
供
の
病
院
へ

Ｑ　
次
期
中
期
計
画
と
な
る
経
営
強
化

プ
ラ
ン
を
今
年
度
中
に
策
定
予
定
で
あ
る
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
担
い
、
地
域

に
根
ざ
し
た
医
療
を
目
指
す
が
、
ど
の
程

度
進
捗
し
て
い
る
の
か
。

Ａ　
大
き
な
３
つ
の
基
本
方
針
で
病
院

学
校
給
食
無
償
化
を

実
現
す
べ
し

答　
食
材
費
は
、保
護
者
負
担
が
原

則
で
、無
償
化
は
想
定
し
て
い
な
い

Ｑ　
若
い
子
育
て
中
の
保
護
者
は
、
所

得
の
低
い
世
帯
も
あ
り
、
負
担
は
重
い
。

Ａ　
経
済
的
に
困
難
な
世
帯
に
は
給
食

費
の
全
額
を
就
学
援
助
制
度
で
支
援
し
て

い
る
。

Ｑ　
市
内
で
は
２
千
世
帯
が
非
課
税
世

機
能
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。
①
地
域
密

着
型
の
ケ
ア
ミ
ッ
ク
ス
病
院
②
在
宅
医
療

支
援
病
院
③
市
民
の
健
康
維
持
・
増
進
の

取
り
組
み
強
化
。
地
域
密
着
で
温
か
く
誠

実
な
医
療
を
実
践
し
て
い
く
。

Ｑ　
経
営
改
善
に
向
け
た
更
な
る
明
確

な
ビ
ジ
ョ
ン
と
は
何
か
。

Ａ　
10
年
後
の
当
院
の
目
指
す
姿
を

「
そ
の
人
の
人
生
を
支
え
る
全
人
的
医
療

を
提
供
す
る
病
院
」と
し
た
。
が
ん
医
療・

女
性
医
療
・
高
齢
者
医
療
・
予
防
医
療
の

４
つ
を
必
要
な
病
院
機
能
と
し
、
今
後
の

経
営
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
た
。
同
時
に
計
画
的
、

継
続
的
に
病
院
改
築
に
向
け
準
備
す
る
。

Ｑ　
総
合
診
療
か
ら
専
門
医
対
応
へ
、

一
つ
の
病
院
で
完
結
で
き
る
診
療
体
制
の

構
築
。
緩
和
ケ
ア
部
門
、
健
診
セ
ン
タ
ー

部
門
等
の
強
み
を
生
か
し
た
経
営
は
。

Ａ　
地
域
密
着
型
の
ケ
ア
ミ
ッ
ク
ス
病

院
と
し
て
、
可
能
な
部
分
は
一
つ
の
病
院

で
完
結
で
き
る
診
療
体
制
を
充
実
し
て
い

く
。
緩
和
ケ
ア
部
門
は
、
令
和
２
年
に
開

設
さ
れ
圏
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
る
。

総
合
診
療
科
を
中
心
に
各
専
門
診
療
科
と

連
携
し
、
市
民
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
、

安
全・安
心
な
病
院
。
市
民
の
健
康
維
持・

増
進
へ
寄
与
す
る
病
院
と
し
て
、
健
全
経

営
を
継
続
し
て
い
く
。

帯
だ
。
就
学
援
助
制
度
で
す
べ
て
賄
え
る

か
。Ａ　

全
就
学
世
帯
の
15
％
が
対
象
だ
。

Ｑ　
過
疎
債
な
ど
を
財
源
と
し
て
、
無

償
化
を
実
現
す
べ
き
だ
。

Ａ　
食
材
の
購
入
に
要
す
る
賄
い
材
料

費
の
み
を
保
護
者
か
ら
の
負
担
と
し
て
い

る
。
そ
の
他
に
地
場
産
の
コ
メ
や
野
菜
な

ど
の
購
入
費
で
３
・
３
％
の
公
費
助
成
を

し
て
い
る
。

Ｑ　
池
田
町
、
松
川
村
は
小
学
校
の
約

６
割
、
中
学
校
約
５
割
を
公
費
負
担
を
し

て
い
る
。

Ａ　
そ
れ
ぞ
れ
自
治
体
の
財
政
事
情
が

違
う
。

Ｑ　
憲
法
26
条
２
項
に
は「
義
務
教
育

費
用
は
無
償
と
す
る
」と
明
記
し
て
い
る
。

Ａ　
学
校
給
食
法
で
は
、
食
材
費
は
給

食
の
提
供
を
受
け
る
児
童
生
徒
保
護
者
が

負
担
と
あ
る
。

【
工
場
等
誘
致
条
例
の
見
直
し
が
必
要
】

Ｑ　
令
和
3
年
度
に
み
す
ず
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
新
設
の
限
度
額
３
億
円
の

助
成
金
を
出
し
て
い
る
。
市
内
か
ら
の
採

用
は
11
人
だ
。
サ
ン
ト
リ
ー
は
、
採
用
は

３
人
で
限
度
額
３
億
円
を
決
定
。
今
後
の

増
設
で
４
億
円
に
な
る
。
条
例
で
定
め
る

「
雇
用
の
場
確
保
」で
は
な
い
。
限
度
額
を

引
き
下
げ
る
べ
き
だ
。

Ａ　
制
度
の
見
直
し
を
検
討
す
る
。

政
友
ク
ラ
ブ
　
岡お
か

　
秀ひ
で

子こ

日
本
共
産
党
大
町
市
議
団
　
平ひ
ら
ば
や
し林

　
英え
い
市い
ち

駅前公園。大勢の人が集まり、消
費拡大と、思い出を残してほしい

職員動員が本来業務に及ぼす悪影
響など勇気ある告発が掲載される

経営改善後は多角的な機能を持つ
診療体制充実の大町総合病院

食育として必要な、おいしい給食
作りを担っている調理員の皆さん

市
街
地
活
性
化
へ
の
具
体
的
・

継
続
的
計
画
を
示
せ

市
民
・
全
世
帯
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
で
民
意
を
は
か
れ

大
町
総
合
病
院
は
健
全
経
営

に
回
復
診
療
体
制
充
実

給
食
費
の
無
償
化
こ
そ

本
当
の
子
育
て
支
援
だ

　　　　　
※１優先調達法…障害者優先調達推進法。国や自治体が障害者就労施設等から優先して物品等の購入を図り、障がい者

の労働意欲向上、自立を目指す法律。

用語解説※
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一
般
質
問

各
議
員
の
一
般
質
問
の
様
子
を
大
町
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
議
会
中
継
映
像
で
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

次
ペ
ー
ジ
も
、
一
般
質
問

大
学
設
置
や

誘
致
へ
の
考
え
は

答　
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
が
、
検
討

の
対
象
に
し
う
る
も
の
と
考
え
る

Ｑ　
市
長
は
、
信
州
大
学
の
情
報
系
新

学
部
を
誘
致
し
た
い
と
い
う
考
え
は
な
い

の
か
。

Ａ　
大
い
に
心
が
動
か
さ
れ
、
関
心
を

寄
せ
て
い
る
。
情
報
の
収
集
に
努
め
、
誘

致
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

土
盛
り
な
ど

負
の
遺
産
を
残
す
な

答　
ま
ず
は
映
像
な
ど
で
理
解
を

得
る
こ
と
に
力
を
尽
く
す

Ｑ　
県
の
説
明
は
不
十
分
。
市
民
は
詳

し
い
内
容
を
知
ら
な
い
。
こ
の
ま
ま「
新

設
・
土
盛
り
」で
押
し
切
れ
ば
、
後
世
に

大
き
な
禍
根
を
残
す
と
思
う
が
。

Ａ　
今
ま
で
16
回
の
地
元
説
明
会
を
開

催
し
て
き
た
。

芸
術
祭
は
ま
ち
づ
く
り

の
手
段
だ

答　
市
内
に
活
気
と
経
済
に

好
影
響
を
与
え
た

Ｑ　
芸
術
祭
の
議
論
が
始
ま
っ
て
８
年

た
つ
。
こ
れ
ま
で
の
成
果
と
課
題
は
。

Ａ　
２
回
と
も
、
市
内
に
活
気
が
生
ま

れ
、
経
済
に
好
影
響
を
与
え
た
。
２
回
目

の
課
題
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
り

市
職
員
の
負
担
が
大
き
か
っ
た
。

開
校
へ
向
け
た

不
安
に
答
え
る
場
は

答　
学
校
ご
と
授
業
参
観
な
ど
の

機
会
に
説
明
会
を
開
催
す
る

Ｑ　
新
小
学
校
選
定
の
た
め
、
校
舎
改

修
後
の
仮
評
価
が
示
さ
れ
た
が
、
改
修
し

て
も
な
お
評
価
が
分
か
れ
る
の
は
な
ぜ
か
。

Ａ　
想
定
で
き
る
改
修
を
実
施
し
た
状

態
を
前
提
に
仮
評
価
を
行
っ
た
。
想
定
さ

れ
る
施
工
方
法
で
は
同
等
の
基
準
を
満
た

Ｑ　
市
長
は
、
市
が
大
学
を
開
設
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

Ａ　
当
市
が
大
学
を
開
設
す
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
多
額
な
経
費
や
安
定
し
た
学

生
の
確
保
な
ど
、
課
題
は
多
く
、
現
時
点

で
取
り
組
む
に
は
困
難
で
あ
る
。

Ｑ　
若
年
層
の
転
出
抑
制
と
し
て
、
大

学
設
置
や
誘
致
す
る
た
め
の
準
備
が
整
え

ば
、
事
を
起
こ
す
考
え
は
あ
る
か
。

Ａ　
今
後
、
検
討
の
対
象
に
し
う
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

【
市
民
バ
ス
ふ
れ
あ
い
号
に
つ
い
て
】

Ｑ　
９
コ
ー
ス
あ
る
市
民
バ
ス
ふ
れ
あ

い
号
の
課
題
は
な
に
か
。

Ａ　
市
民
に
と
っ
て
必
要
と
さ
れ
る
公

共
交
通
で
あ
る
か
が
課
題
で
あ
る
。

Ｑ　
常
盤
東
コ
ー
ス（
デ
マ
ン
ド
交
通
）

の
課
題
は
な
に
か
。

Ａ　
デ
マ
ン
ド
交
通
は
登
録
制
の
た
め

利
用
者
が
限
ら
れ
る
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

Ｑ　
デ
マ
ン
ド
交
通
で
、
一
人
乗
車
の

割
合
が
８
割
以
上
と
高
い
が
、
公
共
交
通

の
あ
り
方
と
し
て
課
題
で
は
な
い
の
か
。

Ａ　
一
人
乗
車
が
多
い
と
聞
い
た
。
今

後
検
討
す
る
。

Ｑ　
今
後
の
市
民
バ
ス
の
方
向
性
に
つ

い
て
、
市
民
バ
ス
あ
り
方
庁
内
検
討
委
員

会
か
ら
の
結
論
は
。

Ａ　
結
論
は
出
て
い
な
い
。

Ｑ　
地
元
説
明
会
は
単
に
報
告
会
だ
っ

た
と
聞
い
て
い
る
。
市
議
会
が
初
め
て
土

盛
り
の
映
像
を
見
た
の
は
、
つ
い
先
ご
ろ

９
月
１
日
。
議
員
で
さ
え
だ
か
ら
、
市
民

は
解
ら
な
い
。

Ａ　
こ
れ
ま
で
の
説
明
で
は
ま
だ
不
十

分
。
10
月
下
旬
を
め
ど
に
説
明
会
を
開
催

す
る
。

Ｑ　
新
設
土
盛
り
と
現
道
利
用
を
具
体

的
に
比
較
検
討
す
べ
き
。

Ａ　
松
糸
道
路
に
求
め
ら
れ
る
サ
ー
ビ

ス
速
度
を
確
保
す
る
た
め
、
ア
ク
セ
ス
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
は
容
易
で
な
い
。
し
か
し
今

ま
で
示
し
た
情
報
で
は
充
分
で
は
な
い
。

新
た
に
映
像
な
ど
の
説
明
資
料
で
理
解
が

進
む
と
考
え
る
。

Ｑ　
新
設
土
盛
り
に
よ
る
地
域
分
断
と

景
観
破
壊
を
危
惧
す
る
が
ど
う
か
。

Ａ　
新
た
な
住
民
説
明
会
を
10
月
下
旬

に
想
定
し
て
い
る
。

【
サ
ン
ト
リ
ー
水
工
場
の
生
産
量
拡
大
水

は
誰
の
も
の
か
】

Ｑ　
目
に
見
え
な
い
地
下
水
と
言
え
ど

も
、
地
域
全
体
の
財
産
で
あ
る
。
サ
ン
ト

リ
ー
に
は
地
域
に
貢
献
す
る
工
場
と
な
っ

て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

Ａ　
地
域
経
済
の
振
興
に
つ
な
が
る
も

の
と
期
待
し
て
い
る
。

Ｑ　
今
回
は
成
功
か
、
失
敗
か
。

Ａ　
成
功
だ
。
開
催
し
て
良
か
っ
た
。

Ｑ　
そ
れ
な
ら
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
ご

協
力
あ
り
が
と
う
」な
ど
の
情
報
発
信
は

す
べ
き
だ
。
オ
ー
ル
大
町
で
開
催
し
、
次

回
に
つ
な
げ
る
な
ら
な
お
さ
ら
だ
。
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

Ａ　
そ
の
と
お
り
で
あ
り
、
情
報
発
信

は
検
討
す
る
。

Ｑ　
こ
れ
ま
で
の
芸
術
祭
の
開
催
は
、

開
催
す
る
こ
と
が
目
的
に
み
え
る
。
芸
術

祭
は
ま
ち
づ
く
り
の
手
段
の
ひ
と
つ
で
あ

り
、
目
的
は
芸
術
祭
を
通
じ
て
地
域
の
活

性
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
で
は
な
い
の
か
。

Ａ　
そ
の
と
お
り
で
あ
り
、
次
回
開
催

に
は
そ
の
視
点
で
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ　
３
回
目
の
開
催
目
的
と
市
の
活
性

化
に
向
け
た
課
題
は
。

Ａ　
今
ま
で
の
課
題
を
克
服
し
、
次
の

世
代
に
持
続
可
能
で
元
気
な
大
町
市
を
引

き
継
ぐ
こ
と
だ
。

Ｑ　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
ス
タ
ッ
フ

に
つ
い
て
は
、
大
地
の
芸
術
祭
で
も
市
職

員
の
関
り
に
つ
い
て
、
通
常
業
務
に
対
す

る
配
慮
が
必
要
と
総
括
し
て
い
る
。
市
は

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

Ａ　
芸
術
祭
の
開
催
に
必
要
な
パ
ワ
ー

で
あ
り
、
市
職
員
の
関
わ
り
は
、
研
修
の

一
環
と
考
え
て
い
る
。
今
後
は
丁
寧
な
説

明
を
し
て
協
力
を
求
め
て
い
く
。

せ
な
い
項
目
に
つ
い
て
評
価
に
差
が
出
た
。

Ｑ　
西
小
の
改
修
に
ど
れ
だ
け
か
け
て

も
、
一
中
に
近
づ
く
が
追
い
つ
か
な
い
の

か
。
西
小
の
建
て
替
え
の
選
択
は
可
能
か
。

Ａ　
費
用
を
か
け
て
も
一
中
の
様
な
断

熱
性
能
を
担
保
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
の

専
門
家
の
意
見
で
あ
る
。
既
存
校
舎
の
大

規
模
改
修
と
い
う
前
提
で
国
庫
補
助
を
受

け
る
た
め
、
全
部
建
て
替
え
る
と
、
全
て

市
の
一
般
財
源
で
行
う
こ
と
に
な
る
。

Ｑ　
跡
地
利
用
に
つ
い
て
、
再
編
と
同

時
進
行
で
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

Ａ　
早
急
な
利
活
用
に
つ
い
て
同
時
に

検
討
す
る
こ
と
は
、
か
え
っ
て
再
編
の
混

乱
に
繋
が
る
と
考
え
る
。
決
定
し
た
後
は

早
期
に
多
く
の
方
の
意
見
を
聞
き
、
有
効

な
活
用
方
法
を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
。

Ｑ　
新
小
学
校
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
令

和
5
年
度
開
校
の
大
町
市
中
学
校
が
心
配

で
あ
る
。
不
登
校
な
ど
の
増
加
が
心
配
さ

れ
る
が
対
応
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

Ａ　
新
し
い
学
校
に
一
緒
に
な
る
こ
と

で
、
一
定
程
度
、
精
神
的
に
不
安
に
な
る

こ
と
は
予
測
さ
れ
る
。
両
校
の
教
員
で
緊

密
な
連
携
を
と
り
対
応
に
努
め
る
。

Ｑ　
受
験
等
を
控
え
た
3
年
生
が
、
新

し
い
人
間
関
係
を
つ
く
る
こ
と
等
へ
の
不

安
が
あ
る
が
学
級
編
成
は
ど
う
な
る
の
か
。

Ａ　
一
中
、
仁
科
台
中
と
い
う
ク
ラ
ス

で
は
な
く
、
全
く
新
規
に
学
級
編
成
す
る
。

市
民
ク
ラ
ブ
　
中な
か
牧ま
き

　
盛も
り
登と

無
所
属
ク
ラ
ブ
　
　
髙た
か

橋は
し

　
正た
だ
し

市
民
ク
ラ
ブ
　
大お
お
厩ま
や

　
富と
み
義よ
し

創
生
み
ら
い
　
降ふ
り

旗は
た

　
達た
つ

也や

心を動かされた三条市立大学開学土盛りの道路が住宅地に出現したら
地域分断と景観は？

子どもたちに人気があった旧北高
でのウォーターランド

大町中学校開校まであと半年！
生徒のため準備をしっかりと！

事
を
起
こ
す
た
め
の
準
備
が

不
足
し
て
い
な
い
か

松
糸
道
詳
細
を

市
民
は
ま
だ
知
ら
な
い

芸
術
祭
は
開
催
す
る
こ
と
が

目
的
で
は
な
い

生
徒
・
保
護
者
を
再
編
の

犠
牲
に
し
て
は
な
ら
な
い
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一
般
質
問

一
般
質
問
は
市
の
行
政
全
般
に
関
し
て
議
員
が
そ
の
考
え
や
意
見
を
聞
く
も
の
で
す
。

こ
こ
で
は
議
場
で
の
や
り
と
り
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

次
ペ
ー
ジ
は
、
一
般
質
問
と
事
務
事
業
評
価
報
告

子
ど
も
医
療
費
の

窓
口
負
担
軽
減
を

答　
国
に
お
い
て
普
遍
的
な
制

度
と
し
て
構
築
さ
れ
る
べ
き

Ｑ　
子
ど
も
医
療
費
レ
セ
プ
ト
代
を
３

０
０
円
、
４
０
０
円
に
減
額
で
き
な
い
か

Ａ　
他
市
の
動
向
を
注
視
す
る

Ｑ　
６
月
議
会
で
補
聴
器
助
成
制
度
の

創
設
を
求
め
る
意
見
書
が
全
会
一
致
で
可

決
採
択
さ
れ
、
行
政
に
送
付
さ
れ
た
。
次

観
光
資
源
の
再
確
認
と

保
全
が
必
要
だ

答　
観
光
協
会
と
連
携
、
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
組
織
し
取
組
む

Ｑ　
今
年
の
春
、
居
谷
里
湿
原
の
ザ
ゼ

ン
ソ
ウ
や
水
芭
蕉
を
ほ
と
ん
ど
見
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。
市
で
は
現
状
を
把
握

し
て
い
る
の
か
。

Ａ　
居
谷
里
湿
原
は
長
野
県
指
定
の
天

然
記
念
物
で
あ
り
、
大
町
市
が
保
全
と
管

学
校
再
編
は

市
民
の
充
分
な
理
解
を

答　
将
来
を
託
す
子
ど
も
達
に
、

よ
り
良
き
環
境
を
重
視
し
て
選
定

Ｑ　
学
校
再
編
は
避
け
ら
れ
な
い
課
題

で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
び
舎
に
は
卒

業
生
の
思
い
出
と
歴
史
が
あ
る
。

よ
り
市
民
に
寄
り
添
っ
た
説
明
を
求
め
る
。

Ａ　
将
来
を
託
す
子
ど
も
達
に
と
っ
て

よ
り
良
い
環
境
を
重
視
し
て
選
定
す
る
こ

コ
ロ
ナ
禍
で

停
滞
し
て
い
た
防
災
は

答　
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
な
ど
を

活
用
し
た
防
災
訓
練
を
し
て
い
く

Ｑ　
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
取
組
み
に

つ
い
て

Ａ　
自
治
会
や
自
主
防
災
会
で
の
避
難

訓
練
、
避
難
所
開
設
や
運
営
訓
練
等
で
マ

イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
重
要
性
を
説
明
し
、

市
民
の
皆
様
へ
の
普
及
に
努
め
て
い
く
。

年
度
か
ら
実
施
で
き
な
い
か
。

Ａ　
他
市
の
状
況
を
見
て
検
討
す
る
。

Ｑ　
松
川
村
で
は
、
す
で
に
実
施
し
て

い
る
。
１
人
３
万
円
の
助
成
額
で
、
10
人

利
用
し
た
と
し
て
も
30
万
円
だ
が
、
で
き

な
い
か
。

Ａ　
金
額
の
多
寡
で
は
な
い
。（
市
長
）

Ｑ　
議
会
の
総
意
で
、
行
政
に
送
付
さ

れ
た
意
見
書
を
ど
う
受
け
止
め
る
の
か
。

Ａ　
市
が
陳
情
内
容
の
実
現
に
向
け
て

検
討
す
る
こ
と
は
義
務
と
考
え
る
。

【
農
業
振
興
に
つ
い
て
】

Ｑ　
農
業
団
体
か
ら
の「
水
田
活
用
の

交
付
金
要
件
見
直
し
に
関
す
る
要
請
」へ

の
対
応
は
。

Ａ　
関
東
農
政
局
で
は
、
５
年
に
一
度

の
水
張
は
困
難
と
の
課
題
を
把
握
す
る
た

め
調
査
と
課
題
の
抽
出
を
実
施
し
て
い
る
。

Ｑ　
中
間
集
約
で
、
土
地
改
良
団
体
か

ら
、
こ
の
見
直
し
が
さ
れ
れ
ば
、
水
利
施

設
の
維
持
管
理
や
土
地
改
良
区
の
運
営
に

影
響
が
出
る
と
の
意
見
で
す
。
見
直
し
の

撤
回
を
国
に
求
め
て
い
た
だ
き
た
い
が
。

Ａ　
国
の
動
向
を
注
視
、
対
応
す
る
。

Ｑ　
農
産
物
価
格
の
下
落
対
策
と
し
て
、

他
市
が
行
っ
て
い
る
、
コ
ロ
ナ
臨
時
交
付

金
を
使
っ
て
の
大
町
市
独
自
の
、
直
接
支

援
は
で
き
な
い
か
。

Ａ　
国
県
の
支
援
制
度
を
活
用
す
る
。

理
を
担
当
し
て
い
る
。
春
先
に
現
地
確
認

で
例
年
に
比
べ
本
数
が
少
な
い
こ
と
を
確

認
し
て
い
る
。
水
芭
蕉
の
根
を
掘
り
起
こ

し
て
食
べ
る
イ
ノ
シ
シ
の
食
害
や
、
ま
た
、

地
上
部
は
ク
マ
の
食
害
も
見
ら
れ
る
。
ま

た
、
湿
原
特
有
の
他
の
植
物
に
つ
い
て
は

二
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
食
害
も
見
ら
れ
る
。

Ｑ　
水
源
、
観
光
資
源
と
し
て
も
貴
重

な
居
谷
里
湿
原
。
天
然
記
念
物
を
守
る
た

め
対
策
は
で
き
な
い
か
。

Ａ　
居
谷
里
湿
原
は
広
範
囲
に
わ
た
る

た
め
、
初
期
費
用
、
設
置
後
の
経
常
的
な

維
持
管
理
、
巡
視
要
員
の
問
題
も
あ
り
、

湿
原
の
周
囲
全
体
に
電
気
柵
を
設
置
す
る

こ
と
は
困
難
だ
が
、
特
に
重
要
な
部
分
に

つ
い
て
区
画
を
定
め
、
電
気
柵
を
設
置
す

る
方
向
で
現
在
、
県
教
育
委
員
会
と
補
助

を
含
め
た
検
討
し
て
い
る
。

Ｑ　
手
を
入
れ
な
け
れ
ば
森
林
化
し
て

し
ま
う
。
貴
重
な
居
谷
里
湿
原
の
保
全
は

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
く
の
か
。

Ａ　
過
去
に
も
ハ
ン
ノ
キ
の
伐
採
を
行

う
な
ど
の
保
護
対
策
を
実
施
し
た
結
果
、

徐
々
に
湿
地
化
が
進
み
、
湿
原
の
回
復
が

見
ら
れ
た
。
今
後
も
自
然
環
境
と
人
的
干

渉
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
つ
つ
、
一
方
で
電

気
柵
等
に
よ
り
動
物
の
食
害
を
防
止
し
な

が
ら
、
県
教
育
委
員
会
と
連
携
し
て
、
湿

原
全
体
の
保
全
と
保
護
に
努
め
て
い
く
。

と
を
理
解
い
た
だ
く
よ
う
説
明
を
尽
く
し

た
い
。
学
校
に
寄
せ
る
愛
着
と
思
い
出
は
、

十
分
理
解
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

Ｑ　
再
編
に
よ
っ
て
３
校
が
空
き
校
舎

と
な
る
が
、
北
高
跡
地
の
様
に
長
い
間
塩

漬
け
す
る
の
で
な
く
、
市
の
発
展
、
将
来

の
市
民
の
た
め
に
な
る
利
用
方
法
を
同
時

進
行
で
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ　
跡
地
利
用
は
選
定
を
決
め
、
そ
の

後
、
市
政
全
般
の
見
地
か
ら
検
討
を
考
え

る
こ
と
が
肝
要
と
考
え
て
い
る
。

【
市
内
学
生
の
ラ
ー
ニ
ン
グ
ロ
ス
対
策
】

Ｑ　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
市
内
生
徒
の

教
育
上
の
影
響
と
対
策
は
。

Ａ　
一
斉
休
業
は
30
日
の
み
で
、
そ
の

後
は
分
散
登
校
や
、
５
～
７
日
間
程
の
学

級
、
学
年
閉
鎖
で
対
応
し
た
。
小
６
、
中

３
は
休
業
前
に
ほ
ぼ
全
て
の
教
育
課
程
を

修
了
し
て
お
り
、
他
の
学
年
は
夏
期
休
暇

の
短
縮
な
ど
に
よ
り
解
消
し
た
。
し
か
し
、

修
学
旅
行
、
音
楽
会
な
ど
の
諸
行
事
の
変

更
や
延
期
な
ど
で
、
生
徒
・
保
護
者
に
物

心
両
面
で
の
影
響
は
大
き
か
っ
た
と
推
測

し
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
に
よ
る
経
費
の
増
は
約
３
千
万

を
要
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
対
策
臨
時
交
付
金

を
充
て
市
費
の
軽
減
に
努
め
て
い
る
。

Ｑ　
防
災
マ
ッ
プ
の
活
用
と
周
知
は
。

Ａ　
防
災
マ
ッ
プ
に
は
、
市
全
体
の
防

災
情
報
が
多
く
表
示
さ
れ
て
お
り
、
普
段

か
ら
内
容
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
確
認
で

き
る
。
市
民
の
皆
様
に
普
段
か
ら
防
災
意

識
を
持
っ
て
も
ら
い
、
災
害
時
に
ス
ム
ー

ズ
に
避
難
が
実
践
で
き
る
よ
う
、
あ
ら
ゆ

る
機
会
を
通
じ
て
周
知
に
努
め
る
。

Ｑ　
学
校
版
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
は
。

Ａ　
先
進
地
等
を
参
考
に
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
の
策
定
に
係
わ
る
研
修
会
を
開
催
す
る
。

Ｑ　
高
齢
者
等
へ
の
災
害
情
報
の
発
信

方
法
は
。

Ａ　
高
齢
者
世
帯
の
皆
様
に
は
な
る
べ

く
戸
別
受
信
機
の
設
置
を
お
願
い
し
て
い

る
。
災
害
発
生
予
想
時
に
は
メ
デ
ィ
ア
な

ど
に
よ
る
情
報
収
集
や
自
治
会
や
自
主
防

災
会
に
よ
る
情
報
伝
達
な
ど
で
き
る
だ
け

早
期
の
災
害
情
報
の
周
知
に
努
め
る
。

Ｑ　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
避
難
訓
練
や

避
難
所
の
感
染
対
策
は
。

Ａ　
連
合
自
治
会
や
自
主
防
災
会
連
絡

会
で
は
避
難
所
の
開
設
や
運
営
訓
練
、
初

期
消
火
訓
練
な
ど
、
少
人
数
に
分
散
し
、

感
染
対
策
を
徹
底
し
て
実
施
し
て
い
る
。

避
難
所
に
お
け
る
感
染
対
策
は
、
消
毒
液

や
体
温
計
の
設
置
、密
を
避
け
る
パ
ー
テ
ィ

シ
ョ
ン
に
よ
る
区
画
割
や
簡
易
ト
イ
レ
等

の
感
染
対
策
備
品
を
十
分
に
備
蓄
し
、
避

難
所
の
感
染
対
策
の
徹
底
を
図
っ
て
い
る
。

日
本
共
産
党
大
町
市
議
団
　
宮み
や
田た

　
一か
ず
男お

政
友
ク
ラ
ブ
　
山や
ま

本も
と

み
ゆ
き

神じ
ん
社じ
ゃ

　
正ま
さ
幸ゆ
き

政
友
ク
ラ
ブ
　
一い
っ

本ぽ
ん

木ぎ

秀ひ
で

章あ
き

補聴器で、会話が弾み楽しいね再び水芭蕉が増え、春の訪れの景
色となるよう期待する

１５０周年を迎え、１４３７０人
の卒業生が通った西小学校

いざという時の為に、
マイタイムラインを作ろう

福
祉
事
業
は
、
行
政
が
行
う

べ
き
、
第
一
義
的
課
題

居
谷
里
湿
原
は
水
源
・
観
光
、

共
に
重
要
な
場
所

空
き
校
舎
は
将
来
を
見
据
え

た
利
用
法
を
考
え
よ
う

災
害
は
忘
れ
た
頃
に

や
っ
て
く
る
！
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一
般
質
問

一
問
一
答
形
式
で
質
問
す
る
議
員
１
人
の
持
ち
時
間
は
20
分
以
内
と
決
め
ら
れ
て
お
り
、
行
政

側
の
答
弁
を
含
め
る
と
、
50
分
程
度
と
な
り
ま
す
。

次
ペ
ー
ジ
は
、
常
任
委
員
会
審
査
報
告
と
討
論

市
政
運
営
に

生
か
し
て
い
け
る
か

答　
推
進
す
る
こ
と
で
新
た
な
仕

組
み
や
価
値
の
創
出
へ
繋
げ
た
い

Ｑ　
当
市
の
Ｄ
Ｘ
、
市
長
の
考
え
は
。

Ａ　
人
口
減
少
や
住
民
ニ
ー
ズ
の
多
様

化
に
伴
う
業
務
量
の
増
加
な
ど
、
今
ま
で

の
取
組
み
で
は
運
営
が
困
難
と
な
る
事
が

考
え
ら
れ
る
。
デ
ジ
タ
ル
技
術
は
、
ス
マ

ホ
の
普
及
な
ど
に
よ
り
一
般
化
し
、
様
々

文
化
財
を
活
用
し
た

ま
ち
づ
く
り
を

答　
文
化
財
を
活
用
し
た
ま
ち
づ

く
り
計
画
の
策
定
を
検
討
す
る

Ｑ　
大
町
市
の
文
化
財
を
生
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
計
画
的
に
進
め
る
た
め
に
、

「
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
」を
策
定
す

る
こ
と
を
提
言
す
る
。

Ａ　
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
と
は
、

平
成
31
年
施
行
の
文
化
財
保
護
法
の
改
正

な
場
面
で
必
須
ア
イ
テ
ム
と
な
っ
て
い
る
。

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
て
業
務
の
内
容

や
そ
の
プ
ロ
セ
ス
、
あ
る
い
は
サ
ー
ビ
ス

自
体
の
見
直
し
を
図
る
こ
と
も
必
要
と
認

識
し
て
い
る
。
現
在
ま
で
に
、
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
公
共
施
設
の
予

約
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
を
進
め
て
き
た
。

今
後
は
、
窓
口
で
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
な
ど
を
順
次
進
め
、
行
政
内
部
で
は
、

出
勤
簿
な
ど
勤
怠
管
理
の
デ
ジ
タ
ル
化
、

届
出
様
式
等
の
拡
充
を
予
定
し
て
い
る
。

Ｑ　
目
標
達
成
に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
表（
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
）の
作
成
予
定
は
。

Ａ　
自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム
が
広
域
に

よ
る
共
同
利
用
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
お
り

広
域
の
情
報
推
進
会
議
で
検
討
を
進
め
て

い
る
。自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化・

共
通
化
は
、
令
和
７
年
度
末
ま
で
移
行
す

る
よ
う
国
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る
。
今
後

『
大
町
市
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
』の
策
定
方
針
を

決
定
し
、
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
他
、
施
策
の
内

容
等
の
検
討
を
進
め
て
い
く
予
定
。

Ｑ　
庁
内
の
組
織
体
制
の
予
定
は
。

Ａ　
現
在
、
庁
議
を
Ｄ
Ｘ
推
進
本
部
と

位
置
付
け
、各
課
に
配
置
し
た
※
３
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
先
月
発
足
し
た

若
手
職
員
中
心
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
が
連
携
し
て
取
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

組
織
体
制
は
、
今
後
の
シ
ス
テ
ム
化
の
方

向
性
を
見
据
え
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

に
よ
り
、
文
化
財
を
生
か
し
た
地
域
振
興

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
制
度
化
さ
れ
た
も

の
。
先
進
地
を
参
考
に
、
策
定
に
向
け
て

前
向
き
に
検
討
す
る
。

Ｑ　
大
町
市
の
古
文
書
や
文
化
財
を

保
護
し
市
民
が
閲
覧
し
鑑
賞
で
き
る
よ

う
、「
文
化
財
セ
ン
タ
ー
」を
空
調
設
備
の

整
っ
た
施
設
へ
と
改
修
、
ま
た
は
移
転
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
こ
と
を
提
言
す
る
。

Ａ　
文
化
財
等
の
保
全
・
保
護
・
活
用

は
極
め
て
重
要
だ
。
今
後
は
、
市
内
に
分

散
し
て
保
管
さ
れ
て
い
る
文
化
財
を
、
空

調
や
防
火
設
備
を
完
備
し
た
安
全
な
場
所

で「
一
元
的
」に
保
管
・
管
理
し
、
広
く
公

開
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

【
子
ど
も
の
居
場
所
に
つ
い
て
】

Ｑ　
コ
ロ
ナ
禍
と
物
価
高
騰
は
子
ど
も

た
ち
の
心
身
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
い

る
。
子
ど
も
た
ち
が
発
す
る
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
発

見
す
る
た
め
の「
居
場
所
」が
重
要
だ
。

Ａ　
放
課
後
子
ど
も
教
室
、
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
、
児
童
の
見
守
り
サ
ポ
ー
ト
事

業
、
県
の
事
業
で
あ
る
信
州
こ
ど
も
カ

フ
ェ
な
ど
は
、
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
と

し
て
最
も
必
要
な
事
業
だ
。
今
後
も
、
子

ど
も
た
ち
に
寄
り
添
い
、
温
か
く
居
心
地

の
良
い
居
場
所
の
確
保
と
充
実
に
努
め
、

子
ど
も
た
ち
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
し
っ
か
り
受
け

と
め
る
見
守
り
体
制
の
拡
充
に
取
り
組
む
。

政
友
ク
ラ
ブ
　
大お
お
竹た
け
真ま

千ち

子こ

公
明
党
　
太お
お
田た

　
昭し
ょ
う
じ司

令和３年度　事務事業評価報告
　決算審査と合わせ、昨年度の事務事業について、特に検証が必要と考える７事業をピックアッ
プし、「拡充」「現状のまま継続」「改善のうえ継続」「見直し」の4項目に分類評価しました。
　評価にあたっての議論や意見の主なものは以下のとおりです。

■第１分科会審査
１　官民連携まちなか再生推進事業

中心市街地活性化の将来像を
官民で共有し人材の育成に取り組む

　中心市街地に日常的に人が集まる具体的な方策を
「未来ビジョン」に盛り込むとともに、まちづくりの
リーダーの人材発掘・育成に取り組まれたい。今後は、
中心市街地再生を担う新たな専門部署の設置も検討
されたい。

評価結果 ➡　改善のうえ継続

２　着地観光充実事業
ホームページ、ＳＮＳの充実等で
滞在型観光の推進を図る

　ホームページの充実やＳＮＳを駆使し、観光客の
ニーズに対応した情報発信を強化するとともに、ウィ
ズコロナを見据え、観光協会との連携により周辺産
業への経済波及効果を生み出せる仕組みづくりに取
り組まれたい。

評価結果 ➡　改善のうえ継続

３　定住促進事業
住宅取得助成、空き家改修補助、
空き家バンク、結婚支援など

　空き家バンクの充実・未利用地の活用に積極的に
取り組むとともに、まちづくり・子育て・教育・福祉
など庁内横断的な取り組みを強化されたい。また、移
住者と住民がつながりを持てるよう取り組まれたい。

評価結果 ➡　拡充

■第２分科会審査
１　がん検診事業

がんの早期発見のため、
さらなる受診率向上を目指す

　市民の健康保持・増進のために重要な事業である。
検査の重要性を啓発し、受診率向上のための工夫を
講じられたい。

評価結果 ➡　改善のうえ継続

２　総合福祉センター管理事業
施設の計画的維持と、
サービス面のさらなる改善

　市民のニーズを捉えながら、施設の維持管理と窓
口の接遇改善など、ハード・ソフト両面での取り組
みを進められたい。

評価結果 ➡　改善のうえ継続

３　おいしい給食費
子供たちへの食育の充実

　公会計化は教員の負担軽減に大きく寄与している。
児童生徒への食育を通じた郷土愛の醸造や、地産地
消の推進については、事業の充実を図られたい。

評価結果 ➡　改善のうえ継続

４　スポーツ振興事業
中間見直しされたスポーツ推進計画

　大きく変わろうとする日本のスポーツ環境に対応
できるよう、市も準備を早められたい。また、市の
特色ある自然環境を活かしたスポーツ振興も検討さ
れたい。

評価結果 ➡　改善のうえ継続

議会の指摘を
次年度予算へ反映

～より良いPDCAサイクルにするために～
　これまで議会は、分科会ごとに市の事業を年1
回事務事業評価でチェックし、問題点等を指摘し
てきました。しかし、次年度予算へ反映できなかっ
たことから、評価日程を調整するなど、次年度の
予算審査に間に合うように改めました。これによ
り、政策サイクル（※５ＰＤＣＡサイクル）が可能に
なりました。

名古屋市では※４ＡＩを活用したネッ
ト上でのディスカッションを開催

空調・防災設備を完備した文化財
センターへの改修が望まれる

※
２

Ｄ
Ｘ
戦
略
は
後
れ
を
と
る

こ
と
な
く
進
ん
で
い
る
か

大
町
の
歴
史
、伝
統
、文
化
を

生
か
し
た
観
光
を
！

　　　　　
※２ ＤＸ…ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）デジタル変革。
※３ インフォメーションリーダー…職員の情報技術(IT)の活用推進適切管理のための大町市独自の各課代表担当者。
※４ ＡＩ…人工知能。

用語解説※

　　　　　
※５ ＰＤＣＡサイクル…Plan（計画）、Do（実行）、
　　 Check（評価）、Action（改善）を繰り返し回すこと。

用語解説※
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次
ペ
ー
ジ
は
、
討
論
と
審
議
結
果

  

議
案
の
審
査
と
採
決
の
な
が
れ  　
本
会
議
で
議
案
の
提
案
➡
各
常
任
委
員
会
に
付
託
（
審
査
を
任
せ
る
）
➡  
委
員
会
審
査  

➡
本
会
議
で
審
査
内
容
報
告
➡
採
決

採
決
前
に
、
議
案
に
対
す
る
賛
否
に
つ
い
て
討
論
で
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

議
案
第
38
号 
一
般
会
計
補
正
予
算

陳
情
第
16
号

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
練
習
場
の

整
備
に
つ
い
て

■
結
果　
全
会
一
致
で
可
決

■
結
果　
賛
成
多
数
で
採
択

議案の概要

議案の概要議案の概要

議案の概要

芸
術
文
化
振
興
施
策
と
し
て
、

市
民
、職
員
50
名
で
越
後
妻
有

の
大
地
の
芸
術
祭
に
視
察
へ
。

大
型
工
場
の
稼
働
に
と
も
な
い
、
当
初
見
込
み
額
よ

り
も
１
億
３
，
３
８
４
万
４
，
０
０
０
円
増
額
補
正

常
盤
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
を
使
用
し
て
、
毎
週
木

曜
日
に
計
20
回
、
定
員
10
名
で
、
健
康
チ
ェ
ッ

ク
や
、
マ
シ
ン
を
使
っ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施

中
級
、上
級
向
け
の
ス
ケ
ー

ト
ボ
ー
ド
パ
ー
ク
の
練
習

場
の
整
備
を
求
め
る

芸
術
文
化
振
興
。

大
地
の
芸
術
祭

視
察
へ

資
産
税
、
家
屋
及
び

償
却
資
産
分
、
大
幅
増
収

筋
ト
レ
マ
シ
ン
活
用
事
業

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド

パ
ー
ク
の
練
習
場

の
整
備

原
案
に
反
対

原
案
に
反
対

原
案
に
反
対

原
案
に
賛
成

原
案
に
賛
成

原
案
に
賛
成

議
案
第
46
号

議
案
第
48
号

議
案
第
42
号

令
和
３
年
度
水
道
事
業
会
計
決
算
認
定

令
和
３
年
度
公
共
下
水
道
事
業
会
計
決
算
認
定

令
和
３
年
度
一
般
会
計
決
算
認
定

９月定例会最終日討論の内容を要約してお伝えします
　討論は議案等の採決の前に、なぜ反対なのか、なぜ賛成なのか、議員個
人の意見を表明し、意見の異なる議員に賛同を求めるために行われます。

北
ア
ル
プ
ス
国
際
芸
術
祭
の
負
担
金
執
行
に
反
対

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
と
い
う
災
害
時
に
、
北
ア
ル
プ
ス
国
際
芸
術
祭

の
負
担
金
を
執
行
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
認
定
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。（
宮
田　
一
男
）

市
長
は
、
職
員
意
見
を
真
摯
に
聞
け

芸
術
祭
の
サ
ポ
ー
ト
に
駆
り
出
さ
れ
た
職
員
か
ら「
本
来
の
業
務

に
支
障
が
出
た
」と
厳
し
い
意
見
が
出
さ
れ
て
い
る
。
今
後
は
動

員
を
や
め
る
べ
き
だ
。（
平
林　
英
市
）

職
員
動
員
が
前
提
の
芸
術
祭
見
直
し
を

職
員
の
本
来
業
務
の
他
に
、
51
日
間
に
及
ぶ
芸
術
祭
へ
の
職
員
動

員
は
、
職
員
か
ら
も
多
く
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
た
。
市
民
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
運
営
不
可
な
ら
中
止
を
。（
大
和　
幸
久
）

海
ノ
口
・
水
道
施
設
用
地
保
全
を
怠
る

海
ノ
口
の
大
町
市
水
道
施
設
用
地
が
太
陽
光
事
業
者
の
事
業
用
地
に

含
ま
れ
る
こ
と
が
判
明
し
た
が
、
境
界
の
杭
を
打
つ
な
ど
の
保
全
・

管
理
を
お
こ
た
っ
て
い
る
。（
大
和　
幸
久
）

４
条
分
を
使
用
者
か
ら
二
重
徴
収
は
違
法

下
水
道
使
用
料
は「
公
費
で
負
担
す
べ
き
経
費
を
除
く
」と
規
定
さ
れ

る
が
、大
町
市
は
、こ
れ
を
使
用
者
か
ら
も「
二
重
」に
徴
収
し
て
い
る
。

違
法
な
賦
課
と
な
る
。（
大
和　
幸
久
）

自
治
体
財
政
の
健
全
化
を
示
す
実
質
公
債
費
比
率
他

４
つ
の
指
標
は
共
に
良
好

決
算
全
般
、
概
ね
事
業
遂
行
。
新
規
企
業
の
誘
客
や
芸
術
祭
の
開

催
に
よ
る
成
果
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
に
ぎ
わ
い
創
出
に
一
定
の

成
果
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。（
大
竹　
真
千
子
）

健
全
財
政
堅
持
し
コ
ロ
ナ
対
応
策
実
施

健
全
財
政
を
堅
持
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
克
服
戦
略
お
お
ま
ち
再
生
プ

ラ
ン
に
よ
る
市
民
の
命
と
健
康
を
守
り
、
市
内
の
活
気
回
復
に
切

れ
目
の
な
い
施
策
を
実
施
し
た
。（
岡　
秀
子
）

湧
水
は
貴
重
な
宝
だ

水
源
地
の
保
全
対
策
や
水
道
イ
ン
フ
ラ
を
支
え
る
事
業
が
着
実
に
行

わ
れ
て
い
る
。（
山
本　
み
ゆ
き
）

公
共
事
業
と
し
て
健
全
な
経
営
だ

経
常
収
支
比
率
、
経
費
回
収
率
と
も
に
健
全
経
営
の
水
準
１
０
０
％

を
上
回
る
。（
山
本　
み
ゆ
き
）

委
員
会
審
査

Ｑ　
視
察
へ
行
く
目
的
と
対
象
者
は
誰

か
。Ａ　

次
回
芸
術
祭
開
催
と
芸
術
文
化
振

興
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
視
察

を
行
う
。
現
地
で
の
地
域
の
方
と
の
交
流

や
、
大
町
市
内
に
在
住
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
の
出
品
作
品
鑑
賞
な
ど
を
計
画
し
て
お

り
、
大
地
の
芸
術
祭
を
通
じ
て
、
次
回
芸

術
祭
の
機
運
の
醸
成
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
今
後
、
広
報
お
お
ま
ち
等
で
参
加
者
を

募
り
、
市
民
、
職
員
50
名
程
度
で
計
画
し

て
い
る
。

委
員
会
審
査

Ｑ　
当
初
見
込
み
と
の
相
違
の
要
因
は
何
か
。

Ａ　
大
型
工
場
の
稼
働
に
よ
る
、
備
品
や
機
械
な

ど
の
償
却
資
産
の
想
定
が
当
初
よ
り
も
大
き
か
っ
た
。

市
内
に
同
規
模
の
工
場
が
な
く
比
較
が
困
難
で
あ
っ

た
た
め
で
あ
る
。

委
員
会
審
査

Ｑ　
効
果
に
つ
い
て
は
。

Ａ　
指
導
者
の
運
動
指
導
に
よ
る
自
立
機
能
の
延

伸
効
果
が
あ
る
。

Ｑ　
男
性
優
先
と
し
た
理
由
は
何
か
。

Ａ　
参
加
者
に
女
性
が
多
く
偏
っ
て
い
る
た
め
。

委
員
会
審
査

Ｑ　
安
全
上
問
題
は
な
い
か
。
ま
た
、

安
全
義
務
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

Ａ　
施
設
管
理
の
責
任
は
あ
る
が
、
安

全
義
務
を
負
う
の
は
使
用
者
。
課
題
と
し

て
は
、
中
級
、
上
級
の
施
設
建
設
は
、
多

額
の
建
設
費
が
掛
か
り
容
易
で
は
な
い
。

※
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
競
技

で
、
願
意
は
妥
当
で
あ
る
と
委
員
会
で
は

採
択
さ
れ
た
。

討論
沸騰!!

常任委員会審査報告主な案件の審査内容を掲載します

議
員
が
質た

だ

し
た
９
月
定
例
会

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
！

安全対策が課題のスケートボード練習場

健康寿命を伸ばすために筋トレに励む
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次
ペ
ー
ジ
は
、
追
跡
リ
ポ
ー
ト
と
お
知
ら
せ

原
案
に
反
対

原
案
に
反
対

原
案
に
賛
成

原
案
に
賛
成

陳
情
第
17
号

陳
情
第
18
号

地
域
高
規
格
道
路「
松
本
糸
魚
川
道
路
」起
点
部
に
関
す
る
陳
情

松
本
糸
魚
川
連
絡
道
路
に
対
す
る
住
民
意
見
の
集
約
に
つ
い
て
の
陳
情

現
段
階
で
は
不
可

①
ル
ー
ト
が
決
ま
ら
な
い
の
に
住
宅
地
図
へ
の
記
入
は
不
可
能
。
②
起
点
部
の

根
拠
は
検
討
済
み
。
③
生
活
環
境
へ
の
影
響
は
形
状
が
未
定
で
あ
り
不
可
能
。

（
大
厩　
富
義
）

県
か
ら
ル
ー
ト
線
形
や
構
造
体
は
示
さ
れ
て
い
な
い

不
安
を
解
消
す
る
た
め
に
早
期
の
調
査
と
検
討
を
。（
山
本　
み
ゆ
き
）

住
宅
地
図
へ
の
ル
ー
ト
落
と
し
込
み
は
時
期
尚
早

ル
ー
ト
が
確
定
し
な
い
段
階
で
、
ル
ー
ト
を
住
宅
地
図
に
落
と
し
込
ん
で
地
権

者
へ
説
明
す
る
こ
と
は
困
難
。
該
当
地
域
、
地
権
者
へ
の
説
明
は
、
概
ね
ル
ー

ト
が
固
ま
っ
た
段
階
で
。（
大
竹　
真
千
子
）

現
在
、
明
確
な
位
置
を
示
す
こ
と
は
混
乱
を
招
く

投
機
的
な
土
地
の
売
買
な
ど
を
危
惧
す
る
。
し
か
し
、
不
安
を
持
つ
近
隣
住
民

に
は
丁
寧
な
説
明
が
届
く
よ
う
、
一
層
取
り
組
む
べ
き
。（
中
村　
直
人
）

現
状
の
進
め
方
で
可

住
民
意
見
の
集
約
は
、
県
が
実
施
し
て
い
る
現
行
方
法
と
公
表
の
仕
方
で
問
題
な
い
。
各

地
区
で
16
回
も
開
催
し
て
お
り
説
明
会
は
不
十
分
だ
と
の
認
識
は
な
い
。（
大
厩　
富
義
）

県
事
業
に
市
は
連
携
し
説
明
し
て
い
る

県
と
市
は
、
昨
年
９
月
か
ら
16
回
、
29
地
区
の
住
民
４
９
２
名
参
加
の
も
と
住
民
説
明
会

を
実
施
。
県
は
、
道
路
構
造
令
に
よ
る
設
計
条
件
等
を
検
討
し
て
き
た
。（
岡　
秀
子
）

県
の
進
め
方
に
異
論
は
な
い

県
は
、
各
ル
ー
ト
帯
案
の
評
価
や
検
討
結
果
に
つ
い
て
ま
だ
具
体
的
に
示
し
て
い
な
い
。

引
き
続
き
、
地
域
の
合
意
形
成
に
向
け
、
丁
寧
な
説
明
に
基
づ
く
具
体
的
な
話
し
合
い
の

積
み
重
ね
が
図
ら
れ
る
事
を
期
待
す
る
。（
一
本
木　
秀
章
）

県
の
回
答
に
期
待
を
す
る
な

未
来
を
考
え
る
会
か
ら
県
へ
の
質
問
は
平
易
だ
っ
た
が
未
だ
に
回
答
が
な
い
。
県
へ
の
期

待
は
止
め
て
問
題
は
土
盛
り
に
し
ぼ
る
べ
き
。（
髙
橋　
正
）

地
域
高
規
格
道
路
が
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
破
壊

市
内
ル
ー
ト
起
点
部
や
ル
ー
ト
案
上
住
民
の
不
安
や
疑
問
に
答
え
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
破
壊
と
分
断
を
産
む
事
と
な
る
。（
宮
田　
一
男
）

地
元
住
民
に「
わ
か
り
や
す
い
」説
明
を

起
点
と
な
る
地
域
住
民
に
、
詳
し
い
説
明
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
起
点
の
詳
細
地
図
や
情
報
、

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
与
え
る
環
境
へ
の
影
響
な
ど
の
詳
し
い
説
明
を
。（
大
和　
幸
久
）

説
明
を
求
め
る
の
は
市
民
の
権
利

地
域
住
民
の
不
安
や
疑
問
に
答
え
る
の
は
当
た
り
前
。（
髙
橋　
正
）

市
民
意
見
を
計
画
に
反
映
す
べ
き

盛
り
土
の
計
画
は
、
山
紫
水
明
で
山
岳
眺
望
の
環
境
を
壊
す
。
地
域
分
断

で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
崩
壊
す
る
。
先
祖
伝
来
の
農
地
も
つ
ぶ
れ
る
。
市
は

主
体
的
に
市
民
の
意
見
を
県
に
あ
げ
る
べ
き
だ
。（
平
林　
英
市
）

住
民
説
明
会
の
情
報
開
示
を
実
行
す
べ
き

県
は
、
自
治
会
な
ど
で
行
っ
た
住
民
説
明
会
の
議
事
録
を
公
開
せ
ず
、
都

合
の
良
い
発
言
要
旨
の
公
表
で
消
さ
れ
た
発
言
が
あ
る
。
市
は
県
に
誠
実

な
対
応
を
求
め
よ
。（
大
和　
幸
久
）

提出案件の審議結果
令和４年７月臨時会および９月定例会

◇賛否が分かれた案件

議
案
番
号
等

案　　件

日本共産党 無所属クラブ 市民クラブ 政友クラブ 創生みらい 公明 無

結　
果

宮
田　
一
男

平
林　
英
市

大
和　
幸
久

髙
橋　
　
正

中
牧　
盛
登

大
厩　
富
義

中
村　
直
人

山
本
み
ゆ
き

大
竹
真
千
子

一
本
木
秀
章

岡　
　
秀
子

二
條　
孝
夫

降
旗　
達
也

傳
刀　
　
健

太
田　
昭
司

神
社　
正
幸

議案第42号 令和３年度大町市一般会計歳入歳出決算の認定について ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議　
長

〇 〇 〇 ● 認定

議案第46号 令和３年度大町市水道事業会計剰余金の処分及び決算の
認定について 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 認定

議案第48号 令和３年度大町市公共下水道事業会計剰余金の処分及び
決算の認定について 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 認定

陳情第16号 スケートボード練習場の整備について 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 認定

陳情第17号 地域高規格道路「松本糸魚川道路」起点部に関する陳情 〇 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 不採択

陳情第18号 松本糸魚川連絡道路に対する住民意見の集約についての
陳情 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 不採択

◇全会一致で可決・承認・認定・同意された案件
議案番号等 案件 結果

議案第34号 令和４年度大町市一般会計補正予算（第４号） 原案可決

議案第35号 令和４年度大町市病院事業会計補正予算（第１号） 原案可決

報告第15号 専決処分の報告について専第24号　令和４年度大町市一般会計補正予算（第５号） 承認

報告第16号 専決処分の報告について専第25号　令和４年度大町市一般会計補正予算（第６号） 承認

議案第36号 大町市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例制定について 原案可決

議案第37号 大町市立学校設置条例の一部を改正する条例制定について 原案可決

議案第38号 令和４年度大町市一般会計補正予算（第７号） 原案可決

議案第39号 令和４年度大町市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第40号 令和４年度大町市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第41号 令和４年度大町市公営簡易水道事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第43号 令和３年度大町市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 認定

議案第44号 令和３年度大町市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 認定

議案第45号 令和３年度大町市公営簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定

議案第47号 令和３年度大町市温泉引湯事業会計剰余金の処分及び決算の認定について 認定

議案第49号 令和３年度大町市農業集落排水事業会計剰余金の処分及び決算の認定について 認定

議案第50号 令和３年度大町市病院事業会計決算の認定について 認定

議案第51号 教育委員会委員の任命について 同意

討論
沸騰!!

議案・陳情の原案に対して「賛成は○」「反対は●」
議長は議事進行のため「賛成」「反対」の意思表示はしない
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次
ペ
ー
ジ
は
、
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

一般質問で「検討する」と答弁があったあの
質問。その後の進捗はどうなっているのか
追跡調査します。

この防災マップを多くの市民
に知ってもらい、災害防止や
防災に役立ててもらいたい。

所管の変更等の工夫も有り、
なお一層のブランド力
向上に期待したい。

大町の人づくりを考えると保育は
大切。雇用条件も含めて保育士の
確保に努力を。

あの質問は
どうなった？

防災マップはどうなった？
令和３年６月定例会の一般質問

防災マップは
どうなっている

農業用施設管理事業の防災重点ため池浸水予想被
害予測基礎資料作成事業で防災マップを作ると
言っていたが？

ため池
ハザードマップを整備

この事業を使い、基礎資料を基にため池ハザード
マップを整備する。

年４回（５月、８月、11月、２月）
発行の「市議会だより」を
より親しまれる広報にするため、
表紙の写真を随時募集します。

平成19年12月定例会の一般質問

地域経営はどうなる
活力あふれる豊かなまちで、地域の観光、農業振興、農畜
産物のブランド化により、大町ならではの地域振興を含め
た地域経営とは。

大町らしさで
ブランド振興を

大町ならではのブランド振興担当を新設する。農業や観光
等と連携し、市民、団体、企業と協働でブランド化を推進する。

〔募集する写真〕
◯市内で撮影された四季折々の風景や、お祭

り、地域行事などの各種イベント等での写真。
　表紙にふさわしい写真。
◯ヨコ向き

〔応募上の条件〕
◯市内で撮影されたものに限ります。
◯撮影者自身で被写体ならびに掲載の承諾な

どを得てください。（人物の場合は本人、未
成年者の場合は保護者、個人の所有物の場
合は所有者、行事の場合は主催者など）

◯応募写真に関する著作権は撮影者本人に帰
属しますが、必要に応じてトリミング処理
等を行うほか、無償で市議会が使用するこ
とに承諾したものとします。

◯写真掲載については議会だより編集委員会
で審査のうえ決定します。

◯表紙として採用されなかった応募写真は、
表紙以外の箇所で掲載することもあります。

〔応募受付方法〕
◯写真は、電子データで１枚につき１応募と

なります。
◯詳細については、事前に電話でご相談くだ

さい。
（事務局直通℡22-1139）

大町におけるブランドとは？

安心できる保育環境を
令和元年12月定例会の一般質問

保育士不足への対応は
保育現場では保育士が不足している。人づくりに保
育は重要な事業だ。

会計年度任用職員により
対応

会計年度職員制度が導入され、待遇改善も図られる
ことから期待している。

市の
ホームページへ

昨年度、市のホームページに素晴らしい防
災マップが出来た。

ＳＤＧｓを根幹に
ブランド振興の向上を

令和３年度より共創推進担当は、未来都市計画の実現に
産官学金連携の、信濃おおまちみずのわプロジェクトを
発足。ＳＤＧｓを根幹に大町市の水でブランド振興の向
上を図る。

常時募集し応募者がいれば
即時対応している

園児総数は減っているが未満児が増え、
結果として保育士は不足傾向だ。

議会だより
表紙の写真を

　募集します！

意
見
交
換
会
を
開
催

　

令
和
４
年
７
月
27
日（
水
）、
美
麻

地
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
考
え
る
会
の

皆
さ
ん
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

意
見
交
換
会
の
依
頼
を
い
た
だ
い
て

い
た
の
で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
延
期
に

な
っ
て
お
り
、
１
年
半
ぶ
り
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

　

二
重
定
住
促
進
住
宅
前
の
二
重
薪

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
木
材
の
切
り
出
し

を
行
っ
て
い
る
林
業
現
場
の
視
察
の

後
、
意
見
交
換
会
を
行
い
、
会
の
皆

さ
ん
か
ら
は
議
会
に
対
し
3
点
の
要

望
が
記
さ
れ
た
要
望
書
を
提
出
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
い
た
だ
い
た

意
見
・
要
望

は
行
政
に
伝
え

て
い
く
と
と
も

に
、
総
務
産
業

委
員
会
・
社
会

文
教
委
員
会
で

調
査
・
研
究
を

行
っ
て
い
き
ま

す
。

あ
と
が
き

　

稲
穂
が
垂
れ
る
秋

本
番
で
、
稲
刈
り
が

真
っ
最
中
で
す
。
本

来
は
、
喜
び
の
収
穫

の
時
期
で
す
が
、
コ

ロ
ナ
禍
で
米
価
が
低

迷
し
て
い
ま
す
。
そ

の
う
え
肥
料
や
資
材

の
値
上
で
、
農
家
や

事
業
者
は
苦
境
に

立
っ
て
い
ま
す
。
お

米
は
市
民
の
主
食
で

あ
り
、
安
心
し
て
稲

作
が
継
続
で
き
る
市

の
支
援
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

（
平
林
英
市
）

追跡
リポート

進行中

進行中

進行中

質問

質問

質問

答弁

答弁

答弁

お知らせ

現地視察の様子
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菊づくりの
大町市秋香会の

みなさん

本会議の
生中継

Vol.19

議会だより編集委員
【委員長】　髙橋正　　【副委員長】　大竹真千子　　【委員】　傳刀健　太田昭司　宮田一男　平林英市　大厩富義

議員が市民のみなさまの声を取材してつくるみんなのひろばです。
大町の菊づくりのはじまりは大正15年。令和６年には100周年を
迎えます。　取材：大竹　真千子　
　❶　楽しいときはどんなとき？
　❷　苦労することは？
　❸　一番の思い出は？

峯村 良章さん
大町（三日町）

清水 美枝さん
常盤（上一）

原 忠廣さん
社（館ノ内）小日向 由利子さん

平（借馬）

❶三本立や菊人形などいろいろ作ってきました。
菊は咲くまでわからない。咲いた時が一番楽しい。
❷昭和47年から54回菊花展に出品していますが、

苦労というのはありません。
❸メンバーの皆さんと菊で有名な福島の二本松へ

研修に行き、とても楽しかったこと。

❶花が咲いたとき。
❷日々の管理。花が咲いて、次のシーズンに芽がで

ると嬉しくて、その後の管理が大変なことをいつ
も忘れてしまう。土と肥料の配分も難しい。
❸最初につくったときにとても綺麗に咲いたこと。

❶花がほころび始め、花びらが1枚1枚めくれ、開花
していくのを眺めているとき。
❷虫が付かないようにしたり、均等に日が当たるよ

うに鉢を回したり等の日々の管理。
❸展示のために文化会館へ運ぶときに１つ花が折れ

てしまってショックでした。また、小学生に教え
にいったら、小学生の方が上手にできていたこと。

❶花が咲くとき。色の発色具合が日に日にわかるとき。
❷作品では９鉢を出品するのだけど、全部が全部そ

ろって伸びていかないところ。
❸初めて菊づくりを教えてくれた先生からいただいた

花が咲くと、初心を思い出します。

○開　　会　11月29日（火） 午前10時〜
○一般質問　12月 7 日（水）・8日（木）・9日（金）
○最 終 日　12月20日（火） 午前10時〜  

○傍聴をご希望の方は議会棟 2 階の議会事務局で申込書をご記入ください。
○新型コロナウイルス感染拡大防止のため、必ずマスクを着用ください。

インターネットと市ケーブルテレビ
で放送しています。録画・再放送も
ご覧いただけます。

大町市議会 議会中継

次回12月定例会予定

傍聴にお越しの際は


